
第１章 調査の概要            
1 

 

                       第１章 調査の概要 



第１章 調査の概要            
2 

 

  



第１章 調査の概要            

3 

 

 

１ 調査の目的                            

現行の「久喜市男女共同参画行動計画（第１次） 女(ひと)と男(ひと) ともに輝く共生プラン」

が平成２９年度に満了となります。平成３０年度から平成３４年までの５年間を計画期間とする、

「久喜市男女共同参画行動計画（第２次）」の策定にあたり、市民の皆様の考えやご意見を把握し、

計画に活かしていくために実施したものです。 

 

２ 調査の内容                            

 【平成２８年度調査 調査の方法と期間】 

調査対象 
基準日において、久喜市の住民基本台帳に記載された２０歳以上の方 2,000人 

（男女各 1,000人） 

基準日 平成２８年８月１日 

抽出方法 無作為抽出 

調査方法 郵送により調査票を配布・回収 

調査期間 平成２８年１１月２９日から平成２８年１２月１４日まで 

調査項目 

１ 回答者の属性 

２ 男女平等・男女共同参画に関する意識について 

３ 家庭生活について 

４ 男女の就業・仕事について 

５ 仕事と生活の調和(バランス)について 

６ 地域活動について 

７ 学校教育について 

８ 配偶者等からの暴力について 

９ 久喜市の男女共同参画の推進施策について 

10 自由記載欄 

 

 【平成２８年度調査 回収状況】 

調査対象者数(ａ) 2,000人 (女性：1,000人 男性：1,000人) 

有効回答者数(ｂ) 983人 (女性：546人 男性：437人 性別無回答：0人) 

有効回答率(ｂ/ａ) 49.2％ (女性：54.6％ 男性：43.7％) 
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３ 報告書の見方                            

 ●図表中の「Ｎ」(= Ｎｕｍｂｅｒ)は、設問への回答者数を表しています。 

 ●調査結果の比率は、その設問の回答者数を基数として、小数点以下第２位を四捨五入して算出

し、小数点以下第１位までを表示しています。したがって、回答者比率の合計は必ずしも 100％

にならない場合があります。 

 ●複数回答形式の設問については、その設問の回答者数を基数として、比率を算出しています。

したがって、すべての回答比率の合計が 100％を超えることがあります。また、複数回答の   

クロス集計の場合には、行と列の合計は「回答者数」を示し、比率の母数を示しています。その

ため、同一行や同一列を足した数と一致しない場合があります。 

 ●本文や図表中では、なるべく調査票そのままの表現を用いていますが、スペースなどの関係  

から、省略した表記を用いる場合があります。 

 ●自由記入欄、その他欄の表記は、誤字の修正や言い回しを調整した箇所があります。また、複数

の意見を掲載している場合、本報告書にはその一部を掲載している場合があります。 

 ●平成２２年度に久喜市において実施した「男女共同参画に関する意識調査」の調査結果を、  

本報告書中で使用しています。本報告書中では「平成２２年度調査」と表現しています。 

 【平成２２年度調査 概要】 

調査対象 
基準日において、久喜市の住民基本台帳に記載された２０歳以上の方

1,000人（男女各 500人） 

基準日 平成２２年８月１日 

抽出方法 無作為抽出 

調査方法 郵送により調査票を配布・回収 

調査期間 平成２２年１０月１日から平成２２年１０月１５日まで 

調査対象者数(ａ) 1,000人 (女性：500人 男性：500人) 

有効回答者数(ｂ) 446人 (女性：249人 男性：193人 性別無回答：4人) 

有効回答率(ｂ/ａ) 44.6％ (女性：55.8％ 男性：43.3％ 性別無回答 0.9％) 

 ●平成２２年度調査では、性別無回答が含まれています。そのため、各設問における平成２２年

度調査結果において、「女性の回答者数」と「男性の回答者数」の和は「全体の回答者数」と   

一致しません。 

 ●本文中、平成２２年度調査と平成２８年度調査の回答比率(％)の差異を比較するときに   

「ポイント(パーセントポイント)」の表現を使用しています。これは、「前回調査から 10％増加

した」という表現の場合、「前回と今回の回答比率(％)の差が 10％」と「前回調査結果の数値の

10％分増加した」という２通りの解釈が生じてしまうためです。 
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